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１　研修の趣旨

２　研修の概要

主 催 者：文化庁、国立教育政策研究所　

対 象 者：博物館の設置者・行政職員等、ミュージアムの地域課題解決や中長期的な将来構想に関係する者

定　　員：300名（予定）　

実施期間：令和4年12月1日～12月2日（2日間）　

実施方式：オンライン（ZOOM）　

３　日程とカリキュラム

【１日目】 時間 テーマ 概要

開講式 10:00～10:15

10:15～11:15 博物館と地域発展

地域の多様な主体との連携・協働によって地域活力
の向上へ寄与する新しいミュージアム像をICOM・
OECDの共同作成ガイド『文化と地域発展』を踏まえ
ながら見通す。

後藤和子

11:30～12:30 博物館実務と法令

博物館現場において必要となる関係法令（文化財保
護法、銃刀法、著作権法、登録美術品制度、美術品
補償制度、ワシントン条約等）について、必要となる場
面と手続きを概説する。

山口俊浩

13:30～14:30
博物館資料のアーカイブ構築とデジ
タル化

所蔵資料におけるアーカイブ構築から共有・活用に
至るプロセスにおいて、専門業者との協議及び発注
に必要な基本的概念について学ぶ。

神保宇嗣

14:45～15:45 博物館施設の安全管理と環境保全

防火・防災計画の策定、警備・清掃の体制の構築とマ
ニュアル作成、温湿度管理と空調機メンテナンス、
IPM等、博物館施設及び資産を守るための方策と措
置について習得する。

高見輝宏

文化をつなぐミュージアム研修

講義１

講義２

講義４

本研修は、博物館の設置者・行政職員等、ミュージアムの地域課題解決や中長期的な将来構想に関係する
者に対して、これからのミュージアムに求められる役割に関する基本的な知識に関する研修を行い、管
理・運営に関わる人材の力量を高める。

文化庁 企画調整課 博物館振興室

開講式・ガイダンス

摂南大学経済学部教授

講義３

国立科学博物館 標本資料センター 副コレクションディレクター

箱根美術館 総務部長



16:00～17:00 博物館施設の建設と運営

博物館施設に必要な機能や面積について、建築計
画の観点から概説する。また、公共施設の建設、維持
管理、運営ににおけるPPP／PFI／コンセッション方式
について紹介する。

白澤利紀

【２日目】 時間 テーマ 概要

10:00～11:00 寄付の受贈、外部資金の獲得
支援者による理解、寄付の喚起、ファンドレイズ体制
の確立といったミュージアムの基盤強化につながる好
循環を公共政策の観点から紹介する。

大西たまき

11:15～12:15 博物館資料の活用と著作権
博物館資料のアーカイブ化やオーファンワークス（権
利者不明の著作物）の利用など、博物館活動におい
て必要な著作権法上の制度を概説する。

森下元文

13:15～14:15
友の会におけるメンバーシップと協
働・支援

一般社団法人やＮＰО法人など、近年の法人格を有
する友の会における収入源と事業内容の多様化、地
域への拡張について実態を俯瞰する。

西澤真樹子

14:30～15:30
博物館法改正と「電磁的記録の作成
と公開」

この度の博物館法改正で掲げられた博物館資料のデ
ジタル・アーカイブ化や博物館業務のＤＸのうち、ＬＯ
Ｄの作成と提供を中心とした利活用の促進について
概説する。

中尾智行

討議 15:45～16:30 質疑応答、全体討議 参加者全員及び文化庁職員による質疑応答。

閉講式 16:30～16:45

講義５

東京大学 施設部

閉講式

講義６

ノースカロライナ大学 政治学部 准教授

文化庁 参事官（文化観光）博物館支援調査官

講義９

講義７

文化庁 著作権課 課長補佐

講義８

認定NPO法人大阪自然史センター職員
大阪市立自然史博物館友の会評議員


